
教科の本質に迫る単元構想 

ねばり強く挑戦 

 

自己決定・自己選択 

教科特有の見方・考え方 

ICT の普段使い 

 

令和７年度 学校教育目標 『自ら学び みんなで伸びる』～ 時代の変化に対応できる子どもの育成 ～  

１ 授業づくり・学級づくり、そのための学び合い（研修）のポイント 
（1）多角的な子ども理解と ICT の普段使いにより、”自立した学び手” を育成する。 

（2）夢中に学び続ける子どもが、仲間とともにウェルビーイングを実感できる場を生み出す。 

（3）間違いや失敗を乗り越え、成長するための中・長期的な視点による相談を継続していく。 

（4）対話を通した情報共有と実践交流により、教師自身の居場所と絆、働きがいを創出する。 

2 日常的な指導・支援のポイント 
 〇 昨年度の経験を活かし、想像力をフルに働かせた上での保護者や関係機関等との相談・連携 

   <主に教師>                    <主に児童・生徒> 

                 当事者意識 

 

   

複眼的に現状・実態を把握する      願い・思い 

                           一人ひとりが主語 

情報共有と誠実な初動               間違いや失敗を恐れずに 

       複数対応                 まずやってみる 

 

 

 学習進度   見取り                興味・関心  認知特性 

     指導の個別化                  学びの個性化 

    

困り感に寄り添う 

１on１                       

 

 

 

   共感                            感化 

熟議・交渉・妥協・合意         異学年・ 

                                 他校交流 
     安全                  安心 

教科等横断的な教育課程編成       人的・物的学校支援体制充実 
 
          環境構成の工夫           地域・専門家 

教え合い 

幼小連携 

コーチング 

 
 

多様な他者との 協働的な学び 

対話を通して、自分とは異なる感性・ 
価値観・考え方とそのよさに気づく 

 
 

 
 
 

解決への見通し 

居場所づくり 絆づくり 

振り返り（省察） 

多面的・多角的アプローチ 

同僚性の構築 

自分事としての問い 問題・課題発見 

自
己
調
整 

評 

価 

主体的・対話的で        深い学びの実現 

 

 

 確かな学力 

わくわくしながら 

多様な教材・学習方略 

行 動 

個別最適な学び 
（自己内対話） 

 
 
 

個別最適な協働 

自力解決 


